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ね
ぇ
、
最
近
何
や
っ
て
る

の
？　

本
業
は
？
」
学

生
時
代
の
友
人
に
会
う

と
よ
く
聞
か
れ
る
。
社
会
人
４
年
目

の
25
歳
。
週
４
日
会
社
員
、
週
１
日

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
空
い
た
時

間
で
ア
ル
バ
イ
ト
、
３
ヵ
月
に
１
度

ほ
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
東

南
ア
ジ
ア
へ
10
日
間
ほ
ど
赴
く
。
私

に
と
っ
て
は
全
て
本
業
。
こ
こ
１
年

間
は
、
そ
ん
な
一
見
変
わ
っ
た
働
き

方
を
し
て
い
る
。
機
会
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
私
と
ラ
オ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と

の
出
会
い
と
、
今
後
め
ざ
す
生
き
方

に
つ
い
て
書
い
て
み
る
。

　

ま
だ
認
知
度
は
低
い
が
、
ラ
オ
ス

の
南
部
は
歴
史
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
産
地
。

ア
ジ
ア
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
と
称
さ

れ
る
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
私
が
そ
の
土
地
を
初
め

て
訪
れ
た
の
は
２
０
１
２
年
、
ラ
オ

ス
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
コ
ー
ヒ
ー
の

仕
組
み
を
体
感
し
て
普
及
活
動
を
す

る
学
生
団
体
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
だ

っ
た
。
そ
の
時
に
触
れ
た
ラ
オ
ス
の

C o n t e n s

　今から25年以上前、インドネシアのジャカ
ルタで購入したバティック（ろうけつ染め）で
す。ジャワ更紗といったほうが分かりやすい
でしょうか。
　この布と出会ったのは、アンティークイン
テリアのお店。古めかしいチェストに掛けら
れていました。売り物ではなかったのですが、
一目惚れして譲ってもらいました。
　工房などで目にするジャワ更紗は手の込ん
だ細かい模様のものが多く、やや食傷気味だ
ったので、この布のシンプルさに惹かれたの
かも知れません。いくらで買ったのかは忘れ
ましたが、交渉の苦手な私は多分いいカモだ
ったと思います。
　ところでこの布、一部に切れ目が入っており、
サロンとして着用することはできません。し
かし、そのおかげで衣料品としての役割から
解放されてインテリア店に置かれ、日本に渡り、
そしてハリーナの表紙を誇らしげに飾ること
になったわけです。何が幸いか分かりませんね。

（三村紀美子）

コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
暮
ら
し
と
風
土
に

魅
了
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
関
わ
り
続

け
る
と
決
め
た
。

　

好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
動
く
性
格
の

私
は
、
就
職
活
動
の
時
期
も
一
つ
下

の
世
代
に
混
じ
り
現
地
へ
。
楽
し
く

て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
卒
業
後
は
、

生
産
者
と
の
関
係
や
栽
培
環
境
に
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
企

業
を
探
し
、
大
阪
に
て
就
職
。
直
営

店
舗
で
コ
ー
ヒ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
、
２
年
間
働
い
た

が
、
頭
の
片
隅
に
は
い
つ
も
ラ
オ
ス

の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
笑
顔
が
浮
か
ん

で
い
た
。「
コ
ー
ヒ
ー
農
家
と
消
費

者
を
つ
な
ぎ
、
伝
え
て
い
く
人
に
な

り
た
い
。
も
っ
と
現
地
に
関
わ
り
た

い
」。
そ
ん
な
思
い
と
、
様
々
な
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
退
職
を
決
意

し
て
再
び
東
京
へ
。
ご
縁
が
つ
な
が

り
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。

　

振
り
返
る
と
四
半
世
紀
の
人
生
で
、

何
か
一
つ
で
も
欠
け
て
い
る
も
の
が

あ
っ
た
ら
、
今
の
私
の
価
値
観
は
生

ま
れ
て
い
な
い
し
、
周
り
に
い
る
皆

さ
ん
に
も
出
会
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

全
て
は
必
然
、
無
駄
に
な
る
経
験
は

な
い
。
常
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
想

像
し
て
、「
私
が
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
は
？
」 「
人
生
の
目
的
と
は
？
」 

「
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
の
か
？
」

と
自
分
に
問
い
か
け
続
け
る
。
人
と

は
比
べ
ず
、
背
伸
び
せ
ず
、
自
分
が

心
か
ら
や
り
た
い
仕
事
で
食
べ
て
く
。

私
は
そ
ん
な
生
き
方
を
創
っ
て
い
く
。

■

私の生き方
櫻井秋那／さくらい・あきな
APLAボランティアスタッフ
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03 【百姓 オブ ザ ワールド 02】
東ティモール エルメラ県メルトゥト村
フェルナンダ・マルティンスさん

［写真・文］野川未央

04 【特集】

世界の潮流、
小規模・家族農業を考える
小規模・家族農業をめぐる
世界の動向と日本
◎関根佳恵

農業と地域で暮らすこと
─日本の現場から家族農業を考える◎天明伸浩

09 【COLUMN】
［百姓の100章⑧］
「ブエン・ビビール（Buen Vivir：よく生きる）」

で行こう！
―百姓は、新“自給”主義で「100年生きる」自分づくり革命
◎斎藤博嗣＆裕子

［続 Have you ever seen the cinema⑧］
『M』◎重政栄一郎

10 【Topics】
01- 東南アジアにおける「12人姉妹」民話と

映画◎橋本 彩

02-「デモの都」香港、民主主義を求める人
びと◎安藤丈将

12 【PtoP“最前線”】
カカオの民衆交易とパプアの未来
◎デッキー・ルマロペン
スタッフが語る出張こぼれ話
バランゴンの日常◎松本 敦

14 【Voice from APLA partners】
From East Timor
第2回 パーマキッズキャンプ開催
From Fukushima
バナナ募金 バナナお届け先を訪問しました！

15 事務局だより

16 【KITCHEN APLA】
豆乳のマサラチャイ◎鈴木 裕

東
テ
ィ
モ
ー
ル 

エ
ル
メ
ラ
県 

メ
ル
ト
ゥ
ト
村

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・マ
ル
テ
ィ
ン
ス
さ
ん（
52
歳
）

Fernanda M
artins

［
写
真
・文
］

野
川
未
央
／
の
が
わ
・
み
お

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局

エルメラ県
Ermera

東ティモール
East Timor

インドネシア
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ディリ
Dili

02
Small Farmers of the World.

「

野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、

オ
レ
ン
ジ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
バ
ナ
ナ
、
ア
ボ

カ
ド
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
も
た
く
さ
ん

植
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
に
習
っ
た
柑
橘
ワ

イ
ン
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
５
年
。「
コ

ー
ヒ
ー
の
収
穫
が
少
な
い
年
で
も
、
柑
橘

ワ
イ
ン
の
お
か
げ
で
安
定
し
た
収
入
を
得

ら
れ
て
い
る
の
。
夫
が
収
支
の
計
算
を
し

っ
か
り
し
て
く
れ
る
か
ら
励
み
に
な
る
し
、

お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
て
も
う
れ
し

い
わ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
■

に
届
け
ら
れ
て
い
て
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ

ん
も
メ
ル
ト
ゥ
ト
村
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
生

産
者
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。

　

彼
女
は
、
一
番
上
は
31
歳
か
ら
13
歳
の

末
っ
子
ま
で
、
10
人
の
子
ど
も（
娘
５
人
、

息
子
５
人
）を
持
つ「
肝
っ
玉
か
あ
ち
ゃ
ん
」。

お
連
れ
合
い
の
セ
ラ
フ
ィ
ン
さ
ん
は
足
が

悪
い
た
め
、
コ
ー
ヒ
ー
を
含
め
た
農
作
業

は
、
彼
女
と
子
ど
も
た
ち
で
担
っ
て
い
ま

す
。

　
「
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
一
緒
に
活
動
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
作
物
を

色
々
と
育
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
よ
。
基

本
は
自
分
た
ち
で
消
費
す
る
た
め
だ
け
れ

ど
、
沢
山
取
れ
た
時
に
は
人
に
販
売
し
て

い
る
の
」
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ
ん
。
家
の

す
ぐ
前
に
広
が
る
傾
斜
地
を
き
れ
い
に
整

備
し
て
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、青
菜
、
レ
タ
ス
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
タ
ロ
イ

モ
、
唐
辛
子
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
、
様
々
な

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ
ん
が
暮
ら
す
メ
ル
ト

ゥ
ト
村
は
、
首
都
の
デ
ィ
リ
か
ら
車
で
３

時
間
ほ
ど
の
山
の
中
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
エ
ル
メ
ラ
と
い
え

ば
、
コ
ー
ヒ
ー
。
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・

テ
ィ
モ
ー
ル
社（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
を
通
じ
て
日
本
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２
０
１
７
年
９
月
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
て
い
る
第
72
回

国
連
総
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
国
連
の
「
家

族
農
業
の
10
年（A

 D
ecade of Fam

ily Farm
i

ng

）」
が
採
択
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
焦
点
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
４
年

に
国
連
が
定
め
た
「
国
際
家
族
農
業
年（Inter 

national Y
ear of Fam

ily Farm
ing
:

Ｉ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
）」

を
10
年
間
延
長
す
る
も
の
で
、
コ
ス
タ
リ
カ
に

よ
っ
て
発
議
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
加
盟
国
の

過
半
数
が
賛
成
し
採
択
さ
れ
れ
ば
、
２
０
１
９

年
か
ら
２
０
２
８
年
の
10
年
間
が
「
国
際
家
族

農
業
の
10
年
」
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
、
国
連
は

近
年
、「
家
族
農
業
」
や
「
小
規
模
農
業
」（
以
下
、

小
規
模
・
家
族
農
業
）
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
強

化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、小
規
模
・

家
族
農
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
農
業
な
の
で
し

ょ
う
か
。
日
本
に
住
む
私
た
ち
に
は
、
何
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

小
規
模
・
家
族
農
業
と
は
？

　

小
規
模
・
家
族
農
業
と
聞
い
て
、
人
び
と
が

思
い
浮
か
べ
る
農
業
像
は
多
様
で
す
。
実
際
、

小
規
模
・
家
族
農
業
の
定
義
は
い
く
つ
も
存
在

し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
近
年
の
国
連
の
議
論
に

　

こ
の
国
連
に
よ
る
定
義
に
も
と
づ
い
た
小
規

模
・
家
族
農
業
の
実
態
を
統
計
的
に
詳
細
に
と

ら
え
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
国
が
財
政
的
に
ひ
っ
迫
す
る
な
か
、
統

計
予
算
は
削
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

２
０
２
０
年
の
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
こ

の
点
を
見
直
し
、
多
様
な
農
業
の
実
相
を
浮
き

彫
り
に
し
て
農
業
構
造
の
変
化
を
把
握
す
る
た

め
の
統
計
制
度
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
統
計
制
度
に
は
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
現
存
す
る
統
計
か
ら
も
世
界
に
お
け

る
小
規
模
・
家
族
農
業
の
重
要
性
と
そ
の
地
域

的
多
様
性
が
み
え
て
き
ま
す
︻
図
１
、
図
２
︼。

　

比
較
可
能
な
世
界
81
カ
国
の
デ
ー
タ（
２
０

１
２
年
）
に
よ
る
と
、
農
業
経
営
全
体
の
73
％

が
１
ha
未
満
、
85
％
が
２
ha
未
満
の
経
営
規
模

で
す
︻
図
１
︼。
ち
な
み
に
、
日
本
の
場
合
、
２

特集

即
し
て
、
そ
の
定
義
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

国
連
で
は
、「
小
規
模
農
業
（Sm

allholder 

A
griculture

）」
や
「
家
族
農
業（Fam

ily Farm
 

ing

）」
と
い
う
表
現
を
用
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
「
農
業
労
働
力
の
過
半
を
家
族
労
働
力
が
占

め
て
い
る
農
林
水
産
業
」
と
定
義
し
て
い

︿
注
１
﹀

ま
す
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
国
連
が
用
い
て
い

る
「
家
族
農
業
」
と
い
う
表
現
は
、「
小
規
模

農
業
」
と
同
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
家
族
経
営
に
よ
る
大
規
模
で
企
業
的
な

農
業
は
、
こ
こ
で
は
議
論
の
対
象
に
し
て
い
ま

せ
ん
。
小
規
模
と
大
規
模
の
線
引
き
の
問
題
は

重
要
で
す
が
、
国
連
で
は
「
農
業
労
働
力
の

過
半
を
家
族
労
働
力
が
占
め
て
い
る
」
こ
と
を
、

農
業
経
営
の
性
格
付
け
に
関
わ
る
重
要
な
指
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
小
規
模
・
家
族
農
業
」
に
対
置
さ

れ
る
概
念
は
、「
大
規
模
・
企
業
的
農
業
」
で
す
。

小
規
模
・
家
族
農
業
を
営
む
単
位
が
人
的
つ
な

が
り（
絆
）
に
よ
っ
て
結
合
し
た
社
会
集
団
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
大
規
模
・
企
業
的
農
業
は
資

本
的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
結
合
し
た
社
会
集
団

に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
土
地
な
し
農
業
労
働
者
や

一
人
世
帯
の
小
規
模
農
業
も
小
規
模
・
家
族
農

業
と
共
通
の
課
題
を
抱
え
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
小
規
模
・
家
族
「
農
業
」
と
表

現
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
林
業
、
漁
業
、

放
牧
、
狩
猟
・
採
集
な
ど
、
多
様
な
一
次
産
業

も
含
ま
れ
ま
す
。

日本で「小規模・家族農業」と聞いてピンとくる人は少ないかも
しれない。一方、世界では、近代化された大規模で企業的な農業
の限界が見えてきた今、小規模・家族農業を推進する動きが生ま
れてきている。その背景と意味することを探ってみたい。

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
市
場
を
介

さ
ず
に
物
資
や
労
働
力
の
交
換
や
相
互
扶
助
が

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
地
域
資
源
の
共
同
管
理

や
暮
ら
し
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

第
五
に
、
小
規
模
・
家
族
農
業
の
担
い
手
は
、

必
要
な
条
件
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
政
策
決

定
の
場
で
重
要
な
発
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

存
在
で
す
。
政
治
的
自
由
が
あ
り
、
協
同
組
合

等
の
生
産
者
組
織
や
地
域
開
発
組
織
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
彼
ら
・
彼
女
ら
の
意
見

や
智
恵
を
政
策
立
案
・
運
用
の
場
で
も
っ
と
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

小
規
模
・
家
族
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際

　

こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
小

規
模
・
家
族
農
業
で
す
が
、「
小
規
模
」「
家
族
」

と
聞
く
と
、
い
ま
だ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
あ
る

講
演
会
で
来
場
者
の
方
に
ご
発
言
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
同
時
に
「
生
産
性
が
低
い
」「
経
営
が
不

安
定
」「
保
守
的
」「
閉
鎖
的
」
と
い
っ
た
言
葉
も

あ
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
て
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、「
小
規
模
・
家
族
農
業
は
生
産
性
が

低
い
」
と
い
う
言
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
真
偽

を
具
体
的
に
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、「
生

産
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な
指
標
で
し
ょ
う
か
。

農
業
の
生
産
性
は
、「
土
地
生
産
性
」
と
「
労

働
生
産
性
」
で
測
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

土
地
の
単
位
面
積
当
た
り
量
・
額
で
比
較
す
る

模
・
家
族
農
業
の
回
復
力（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
高

め
、
と
き
に
脆
弱
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

家
族
が
病
気
に
な
れ
ば
農
業
労
働
力
が
減
り
、

医
療
費
支
出
の
増
加
が
農
業
投
資
を
減
少
さ
せ

ま
す
が
、
気
象
災
害
に
よ
っ
て
農
業
が
打
撃
を

受
け
て
も
、
家
族
の
出
稼
ぎ
所
得
で
農
業
経
営

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族

は
次
世
代
労
働
力
の
再
生
産
の
単
位
で
も
あ
り

ま
す
。

　

第
二
に
、
多
く
の
小
規
模
・
家
族
農
業
は
農

業
以
外
の
所
得
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多

就
業
と
い
う
労
働
形
態
は
、
経
営
の
リ
ス
ク
分

散
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
気
象
災
害
や
経
済
危

機
と
い
っ
た
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
回
復
力

の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、「
プ

ロ
意
識
の
高
い
」
専
業
農
家
の
育
成
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
先
進
的
」
と
い
わ
れ

る
オ
ラ
ン
ダ
農
業
も
８
割
以
上
が
兼
業

所
得
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
小
規
模
・
家
族
農
業
の
半

数
以
上
が
女
性
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、

農
業
労
働
力
も
過
半
が
女
性
労
働
力
で

す
。
し
か
し
、
農
村
社
会
に
お
い
て
女

性
が
置
か
れ
て
い
る
権
利
状
態
は
必
ず

し
も
喜
べ
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。
下

記
に
述
べ
る
よ
う
に
、
小
規
模
・
家
族

農
業
の
潜
在
的
役
割
が
見
直
さ
れ
る
な

か
、
農
業
に
携
わ
る
女
性
の
社
会
的
地

位
や
権
利
状
態
の
改
善
に
も
注
力
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

第
四
に
、
小
規
模
・
家
族
農
業
を
経

営
す
る
農
家
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て

０
１
５
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
国

内
の
農
業
経
営
体
の
98
％
が
家
族
経
営
、
１
ha

未
満
の
経
営
体
は
全
体
の
54
％
、
２
ha
未
満
の

経
営
体
は
62
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
特
に
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
で
特
徴
的
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
２
ha
未
満
の
経
営
が
５
割
、

５
ha
未
満
の
経
営
は
７
割
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
︻
図
２
︼。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
や
オ
セ

ア
ニ
ア
地
域
の
面
積
規
模
が
大
き
い
農
業
構
造

を
気
候
・
風
土
が
異
な
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

地
域
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

小
規
模
・
家
族
農
業
を
企
業
的
・
大
規
模
農

業
と
比
較
し
た
場
合
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
第

一
に
、
小
規
模
・
家
族
農
業
は
農
業
生
産
の
単

位
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
計
消
費
を
行
う
単
位

で
あ
る
こ
と
。
こ
の
二
面
性
が
、
と
き
に
小
規

小
規
模・家
族
農
業
を
め
ぐ
る

世
界
の
動
向
と
日
本

関
根
佳
恵
／
せ
き
ね
・
か
え

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授

世界の潮流、
小規模・家族農業を
考える

 【図1】81カ国における農地面積規模別経営体構成

【図2】81カ国における経営規模の地域的多様性
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土
地
生
産
性
は
、
粗
放
的
な
大
規
模
農
業
よ
り

も
集
約
的
な
小
規
模
農
業
の
方
が
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
単
位
労
働
時
間
当

た
り
の
生
産
性
で
は
、
機
械
化
し
た
単
作
の
大

規
模
農
業
の
方
が
、
労
働
力
を
よ
り
多
く
必
要

と
す
る
複
合
的
な
小
規
模
農
業
よ
り
も
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
手
間
ひ
ま
を
か
け

た
有
機
農
業
等
の
付
加
価
値
が
つ
く
農
業
の
場

合
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
小
規
模
農
業
の

方
が
大
規
模
農
業
を
し
の
ぐ
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た「
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
性
」
で
み
る
と
、
投
下
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
単
位
当
た
り
の
生
産
性
は
、
大

規
模
農
業
よ
り
も
小
規
模
農
業
の
方
が
は
る
か

に
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
負
荷
の
水
準
で
比
較
し
て
も
、
小
規
模
農
業

の
方
が
圧
倒
的
に
効
率
的
か
つ
持
続
的
だ
と
い

う
評
価
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
小
規
模
・
家
族
農
業
が
環

境
に
優
し
い
農
法
を
実
践
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
規
模
・
家
族
農
業
が
持
続

可
能
な
農
業
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。「
儲
か
る
」
と
思
わ
れ
て
き
た

近
代
的
で
工
業
化
さ
れ
た
農
業
が
、
い
か
に
見

え
な
い
社
会
的
コ
ス
ト
を
生
み
出
し
て
き
た
の

か
、
そ
れ
は
誰
が
支
払
う
こ
と
に
な
る
の
か
、

今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、「
小
規
模
・
家
族
農
業
は
保
守
的
で

あ
る
」
と
い
う
言
説
に
つ
い
て
、
み
て
み
ま
し

ょ
う
。
確
か
に
、
多
く
の
国
・
地
域
の
農
村
社

会
で
半
封
建
的
な
社
会
制
度
や
習
慣
が
残
っ
て

お
り
、
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
は
、
男
尊
女
卑
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
、
家
父
長
的
な
人
間
関
係
や
集
落
の
取
り
決

め
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
家
に
よ
る
理
想
的

な
「
家
族
像
」
の
押
し
付
け
を
懸
念
す
る
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
小
規
模
・
家
族

農
業
は
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
で
常
に
進

化
す
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
の
形
態
も

多
様
化
し
て
お
り
、
血
縁
に
よ
る
直
系
の
家
族

だ
け
で
な
く
、
養
子
縁
組
も
あ
れ
ば
、
事
実
婚

も
あ
り
ま
す
。
保
守
的
な
家
族
関
係
を
乗
り
越

え
て
、
よ
り
民
主
的
な
人
間
関
係
を
基
盤
と
し

た
「
新
し
い
小
規
模
・
家
族
農
業
」
が
日
々
生

ま
れ
て
い
ま
す
。近
年
の
国
連
に
よ
る
小
規
模
・

家
族
農
業
支
援
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
半
封

建
的
な
家
族
制
度
の
推
奨
は
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
そ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越

え
る
方
向
で
、
小
規
模
・
家
族
農
業
の
支
援
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
、小
規
模
・
家
族
農
業
が

注
目
さ
れ
る
の
か

　

小
規
模
・
家
族
農
業
は
世
界
の
農
業
経
営
の

９
割
を
占
め
、
世
界
の
食
料
の
８
割
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
将
来
世
代
に
わ
た
っ
て
、
い
か
に

食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
世
界
的
な
課
題
に
な
る
な
か
、
小
規
模
・
家

族
農
業
を
支
援
し
な
け
れ
ば
飢
餓
問
題
の
解
決

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
、
国
際
社
会
も
よ
う

や
く
気
付
き
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、小
規
模
・

家
族
農
業
に
は
、
農
村
地
域
に
お
け
る
土
壌
保

全
、
生
物
多
様
性
の
維
持
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
創
出
、
社
会
的
不
平
等
の
是
正
、
景

観
形
成
、
文
化
の
伝
承
等
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
世
界
の
貧
困
人
口
の
７
割
が
農
村

に
暮
ら
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
で
生
計
を

立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
・
彼
女
ら
が

直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
な
く
し
て
、
貧
困

の
撲
滅
は
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
国
連
が
定
め
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（SD
Gs

）
に
お
い
て
も
、
家
族
農
業
の
役
割
が

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
Ｆ
Ａ

Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）事
務
局
長
は
、「
家
族

農
業
以
外
に
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
に
近
い
存
在
は
な
い
」「
国
や
地
域
の
開

発
に
お
い
て
、
家
族
農
業
を
中
心
と
し
た
計
画

を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
声
明
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
の
潜
在
能
力
が
再
評
価
さ
れ

て
い
る
小
規
模
・
家
族
農
業
で
す
が
、
近
年
、 

さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
急
速

な
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
価
格
競

争
、
農
産
物
や
そ
の
資
材
価
格
の
乱
高
下
に
よ

る
経
営
難
お
よ
び
離
農
、
後
継
者
難
と
高
齢
化
、

農
村
の
過
疎
化
、
気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
災

害
の
発
生
、
企
業
や
国
家
に
よ
る
大
規
模
な
土

地
収
奪
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
種
子
の
囲
い
込

み
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
放

置
す
れ
ば
、
各
国
の
食
料
保
障
が
脅
か
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
食
料
主
権
の
危
機
、
国
土
管
理
、

資
源
管
理
、
環
境
保
全
等
へ
の
悪
影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
先
に
は
、
地
方
経

済
の
衰
退
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
滅
、
そ
の
帰

結
と
し
て
の
社
会
の
不
安
定
化
が
待
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
政
策
の
見
直

し
が
急
務
で
す
。

小
規
模
・
家
族
農
業
の
再
評
価
と

２
０
１
４
年
国
際
家
族
農
業
年

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
国
連
は
２
０
１
４
年

を
国
際
家
族
農
業
年
と
定
め
、
国
際
的
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
前
後
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
、
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｄ（
国
際
農
業
開
発
基
金
）、
Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ（
国
連
貿
易
開
発
会
議
）、
Ｃ
Ｆ
Ｓ（
国

連
世
界
食
料
保
障
委
員
会
）等
の
国
際
機
関
が
相
次

い
で
国
際
会
議
を
開
催
し
、
報
告
書
を
発
表
し

て
、
そ
れ
ま
で
国
際
社
会
が
黙
止
し
て
き
た
小

規
模
・
家
族
農
業
の
役
割
と
潜
在
的
能
力
を
高

く
評
価
し
、
各
国
に
政
策
的
支
援
の
強
化
を
求

め
た
の
で
す
。
ま
た
、
家
族
農
業
に
関
す
る
国

際
会
議
も
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
政

界
お
よ
び
学
界
で
も
家
族
農
業
や
小
規
模
農
業

に
対
す
る
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
Ｅ
Ｕ
農
相
は
、
２
０
１
３
年
９
月
の

非
公
式
会
合
で
「
家
族
農
業
が
Ｅ
Ｕ
農
業
の
モ

デ
ル
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
声
明
を
発
表

し
て
お
り
、
同
年
11
月
に
は
、
欧
州
委
員
会
が

家
族
農
業
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

米
国
で
は
家
族
農
業
全
国
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
家
族
農
業
を
支
持
す
る
パ
リ

宣
言
」（
２
０
１
４
年
２
月
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
家
族
農
業
法
の
制
定
と
Ｅ
Ｕ

共
通
農
業
政
策（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
お
け
る
家
族
農
業

支
持
を
求
め
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

国
際
家
族
農
業
の　

年
に
向
け
た
動
き

　

２
０
１
４
年
の
国
際
家
族
農
業
年
は
、
そ
れ

ま
で
30
年
余
り
続
い
て
き
た
新
自
由
主
義
的
な

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
を
国
際
的
に
見
直
す

契
機
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
国
・
地
域
が

家
族
農
業
に
よ
る
地
域
食
料
生
産
を
発
展
さ
せ

る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
た
「
ブ

ラ
ジ
リ
ア
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、
２
０
１
４

年
国
際
家
族
農
業
年
の
10
年
間
延
長
を
求
め
る

国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動（
Ｉ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
＋
10
）

に
連
な
り
、「
家
族
農
業
の
10
年
」
が
２
０
１

７
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
る
か
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

２
０
１
４
年
国
際
家
族
農
業
年
の
創
設
に
も
関

わ
っ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ワ
ー
ル
ド
・
ル
ー
ラ
ル
・

フ
ォ
ー
ラ
ム（W

orld Rural Forum

）
が
事
務
局

を
務
め
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
や
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｄ
、
国
連
加
盟
各

国
の
支
援
を
受
け
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
援
す
る
組
織
が

世
界
各
地
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年

６
月
に
は
、
日
本
に
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
サ
ポ

ー
ト
組
織
「
小
規
模
・
家
族
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

が
工
業
化
さ
れ
た
大
規
模
・
企
業
的
農
業
を
見

直
し
、
小
規
模
・
家
族
農
業
と
ア

︿
注
２
﹀グ

ロ
エ
コ
ロ

ジ
ー
推
進
へ
政
策
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
報

告
書
を
発
表
し
、
２
０
１
４
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が

国
際
的
農
民
運
動
団
体
ヴ
ィ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー

ナ（La V
ia Cam

pesina

）と
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

推
進
で
連
携
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
り
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
農
業
・
食
料
・
森
林
未
来
法
の
中
で

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
を
明
記
す
る
な
ど
、

新
た
な
農
業
政
策
の
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
発

展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
米
国
で
も
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
２
年
に
は
、
国
連
の
人
権

委
員
会
で
「
小
農
民
と
農
村
で
働
く
人
々
の
権

利
宣
言
」
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
ヴ

ィ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
が
２
０
０
９
年
に
発
表

し
た
「
農
民
の
権
利
宣
言
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

も
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
新
た
な
人
権
が
国
際

的
に
認
知
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
流
れ
は
、
明
ら
か
に
新
自
由
主
義
的
政
策
を

見
直
す
新
た
な
国
際
的
潮
流
で
あ
り
、
時
代
は

大
き
な
転
換
点
に
来
て
い
ま
す
。

今
、日
本
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
日
本
国
内
で
は
ど
の
よ
う

な
動
き
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
２
０
１
４
年
国

際
家
族
農
業
年
に
は
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
新
聞

報
道
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
全
体

で
小
規
模
・
家
族
農
業
を
支
援
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
り
、
そ
れ
が
関
連
政
策
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
は
残
念
な
が
ら
言

え
ま
せ
ん
。
政
府
は
「
戦
後
農
政
の

総
決
算
」
と
し
て
、
農
地
法
、
農
協

法
、
卸
売
市
場
法
、
主
要
穀
物
種
子

法
等
を
次
々
と
改
正
な
い
し
廃
止
し
、

さ
ら
な
る
貿
易
自
由
化
に
対
応
す
る

た
め
に
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
企

業
の
農
業
参
入
、
輸
出
戦
略
の
強
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本

政
府
は
、
国
連
人
権
委
員
会
で
議
論

さ
れ
て
い
る
「
小
農
民
と
農
村
で
働

く
人
々
の
権
利
宣
言
」
に
反
対
し
て

お
り
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
も
、
国

内
の
議
論
は
十
分
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

食
と
農
の
工
業
化
を
い
っ
そ
う
推
し
進
め
る
政

策
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
こ

そ
小
規
模
・
家
族
農
業
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
向

か
ら
学
び
、
国
内
政
策
や
農
業
生
産
者
、
消
費

者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
世
界
の
新
た
な
動
向
を
知
り
、
そ

う
し
た
潮
流
の
担
い
手
た
ち
と
国
際
的
に
連
帯

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
食
べ
る
こ

と
」
を
通
じ
て
、
毎
日
、
未
来
を
選
ぶ
た
め
の

社
会
的
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
政
府
に
対
し
て
、
小
規
模
・
家
族
農
業
や

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
推
進
を
求
め
、
支
援
の

制
度
化
や
予
算
化
、
法
整
備
等
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
日
本
は
国
内
に
小
規
模
・
家
族

農
業
を
多
く
抱
え
、
有
機
農
業
、
自
然
農
法
、

産
消
提
携
等
に
お
い
て
も
世
界
の
見
本
と
な
っ

て
き
た
国
で
す
。
日
本
が
現
行
の
政
策
を
見
直

し
、
世
界
の
潮
流
と
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
、
大
き

な
国
際
的
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
■

︿
注
１
﹀国
連
世
界
食
料
保
障
委
員
会︵
Ｃ
Ｆ
Ｓ
︶︵
２
０
１
４
︶
お
よ
び
国
際
家
族

農
業
年
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト︵http://w

w
w
.fao.org/

fam
ily-farm

ing-2
014/hom

e/w
hat-is-fam

ily-farm
ing/en/

︶

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

︿
注
２
﹀生
態
系
と
社
会
に
配
慮
し
た
農
業
を
指
す
用
語
と
し
て
、近
年
、世
界

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。実
態
と
し
て
、有
機
農
業
や
自
然
農
法
だ
け

で
な
く
、伝
統
的
農
法
の
輪
作
や
被
覆
作
物
の
利
用
、ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
、有
畜
複
合
経
営
、少
量
多
品
目
生
産
等
も
含
む
幅
広
い
概

念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
、１
９
８
０
年
代
頃
か

ら
南
米
を
中
心
に
広
が
っ
た
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
は
、ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
企
業
に
よ
る
食
や
農
業
の
工
業
化
や
支
配
に
対
す
る
抵
抗
運

動
と
し
て
発
展
し
て
き
て
お
り
、環
境
問
題
だ
け
で
な
く
社
会
制
度
全

体
の
あ
り
方
を
問
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

【参考文献】
国連世界食料保障委員会・専門家ハイレベル・パネル（2014）

『家族農業が世界の未来を拓く』農文協

関根佳恵「世界における農業女性の今」日本婦人団体連合会編（2017）
『女性白書2017—女性の人権と社会保障―世界と日本』ほるぷ出版

◆国際キャンペーンIYFF+10のウェブサイト
　http://www.familyfarmingcampaign.net/
　en/iyff10/campaign

◆小規模・家族農業ネットワーク・ジャパンのウェブサイト
　https://www.sffnj.net/
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今
秋
、
政
府
は
人
材
投
資
を
柱
と
す
る

「
人
づ
く
り
革
命
」
の
具
体
策
を
検
討
す

る
「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」
を

開
い
た
。
地
球
の
環
境
危
機
と
共
に
あ
る

長
寿
時
代
、
１
０
０
年
を
前
提
に
し
た
人

生
設
計
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

　
私
た
ち
の
屋
号
「
じ
ね
ん
道
」
に
こ
め

た
想
い
は
、
大
器
晩
成
型
の
自
給
農
に
よ

る
、
老
若
男
女
、
生
涯
を
通
じ
て
手
足
腰
、

五
感
を
使
う
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
あ
り
、「
道
」
と
し
て
自
力
と
他
力
が

交
差
す
る
自
然
観
「Jinendo

︵
ジ
ネ
ン
ド

ウ
︶」
に
基
づ
く
農
の
実
践
に
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
12
月
５
日
に
上
智
大
学
で

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
食
と
農
を
支
配

す
る
の
は
誰
か
？
﹄
で
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
ご
一
緒
し
た
講
演
者
の
ビ
セ
ン
テ
さ

ん︵
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
全
国
農
民
連
合U

N
A
C

︶
に
、

素
敵
な
言
葉︵
概
念
︶
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
彼
の
講
評
で
﹃
斎
藤
さ
ん
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
て
、「
じ
ね
ん

道
」
と
は
生
き
方
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
哲
学
で
あ
り
、
人
生

観
な
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
別
の
場
所
で

も
こ
れ
を
見
出
せ
ま
す
。
多
く
の
ア
フ
リ

カ
の
国
々
に
は
「
ウ
ブ
ン
ト
ゥ︵U

buntu

︶

の
精
神
」
が
あ
り
、「
共
に
生
き
る
」
と

か
「
物
を
分
か
ち
合
う
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
共
に
築
く
」
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

同
様
の
生
き
方
は
ア
マ
ゾ
ン
の
先
住
民
の

間
に
も
み
ら
れ
、「
ブ
エ
ン
・
ビ
ビ
ー
ル

︵B
uen V

ivir

︶」
と
呼
ば
れ
ま
す
﹄
と
お
話

し
く
だ
さ
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
と
言
葉

の
壁
が
あ
る
中
で
も
、
共
通
、
共
鳴
し
た

考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
あ
え
る
の

は
、
互
い
の
国
で
の
生
活
に
根
ざ
し
た
実

践
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
「
自
然
の
権
利
」︵
エ
ク
ア
ド

ル
︶
と
「
母
な
る
大
地
の
権
利
法
」︵
ボ
リ
ビ

ア
︶
の
二
国
の
新
憲
法
と
法
律
に
「
ブ
エ

ン
・
ビ
ビ
ー
ル︵
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
よ
く
生
き

る
」
の
意
︶」
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
永

続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
一
世
代

で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
先
住
民
族

の
価
値
観
に
あ
る
よ
う
に
、
何
世
代
先
ま

で
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
生
き
方
。
父
母

な
る
大
地
と
調
和
し
な
が
ら
、
人
間
ら
し

い
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
お
く
る
「
ブ
エ

ン
・
ビ
ビ
ー
ル
」
で
行
こ
う
！
　
百
姓
は
、

自
然
中
心
主
義
で
１
０
０
年
か
け
て
「
自

分
づ
く
り
革
命
」
を
し
て
い
る
の
で
す
!!

じねん道・斎藤博嗣が
登壇した、「国際シンポ
ジウム（2015年12月
5日）講演録」が書籍化
されました！

『食と農を
支配するのは誰か？』

上智大学IGC、国際基
督教大学SSRI [共編]

上智大学のHPより全ページPDFで無料ダウンロ
ード可。　http://dept.sophia.ac.jp/is/igc/
images/35th_kokusaisimpo.pdf

08

第
８
章
「
ブ
エ
ン・ビ
ビ
ー
ル（B

uen V
ivir

：よ
く
生
き
る
）」で
行
こ
う
！

―
百
姓
は
、新“
自
給
”主
義
で「
１
０
０
年
生
き
る
」自
分
づ
く
り
革
命

斎藤博嗣＆裕子／さいとう・ひろつぐ＆ゆうこ
一反百姓「じねん道」

※
一
反
百
姓「
じ
ね
ん
道
」の
自
家
採
種
の
タ
ネ
は
、AP

LA
 S

H
O

P

で
購
入
で
き
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
と
あ
る
都
市
で
連
続
少
女
誘

拐
殺
人
事
件
が
起
こ
る
。
幼
い
少
女
を
狙

っ
た
陰
惨
な
殺
人
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
警

察
は
犯
人
逮
捕
の
糸
口
さ
え
つ
か
め
な
い
。

　
民
衆
の
不
安
と
恐
怖
、
犯
人
へ
の
憎
悪

は
や
が
て
警
察
批
判
に
向
か
う
。
政
治
家

も
ま
た
警
察
を
非
難
し
、
圧
力
を
か
け
る
。

さ
ら
に
犯
人
本
人
か
ら
警
察
を
挑
発
・
嘲

笑
す
る
手
紙
が
マ
ス
コ
ミ
に
届
け
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
来
て
警
察
は
威
信
を
か
け
て
、

な
り
振
り
構
わ
ぬ
総
力
捜
査
を
始
め
る
。

そ
れ
は
強
引
な
違
法
捜
査
、
違
法
逮
捕
も

厭
わ
な
い
。
さ
ら
に
人
権
を
無
視
し
た
徹

底
的
な
市
民
監
視
体
制
も
敷
か
れ
る
。

　
こ
の
捜
査
の
煽
り
を
受
け
た
の
が
、
都

市
に
う
ご
め
く
地
下
犯
罪
組
織
と
そ
れ
に

連
な
る
な
ら
ず
者
た
ち
。
逮
捕
者
が
続
出
、

食
い
扶
持
も
失
い
、
存
亡
の
危
機
を
迎
え

る
。
そ
こ
で
彼
ら
も
ま
た
少
女
誘
拐
殺
人

犯
を
捉
え
る
べ
く
、
独
自
に
捜
索
を
開
始

す
る
。
か
く
し
て
犯
人
は
警
察
と
地
下
犯

罪
組
織
と
い
う
二
つ
の
強
大
な
組
織
に
同

時
に
追
わ
れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
そ
の
結
果
⋮
⋮
、
先
に
犯
人
を
捉
え
た

の
は
地
下
犯
罪
組
織
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は

街
の
隅
々
ま
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
闇
の
情

報
網
を
駆
使
し
て
犯
人
を
あ
ぶ
り
出
す
。

　
彼
ら
は
被
害
少
女
の
遺
族
を
含
む
数
多

く
の
民
衆
の
前
で
人
民
裁
判
を
執
り
行
う
。

民
衆
か
ら
の
怒
号
と
娘
を
惨
殺
さ
れ
た
母

親
の
悲
痛
な
叫
び
が
飛
び
交
う
な
か
、
下

さ
れ
た
判
決
は
死
刑
。

　
し
か
し
犯
人
の
男
は
絶
叫
す
る
。「
俺

は
病
気
だ
。
俺
を
警
察
に
引
き
渡
せ
。
公

正
な
裁
判
を
受
け
さ
せ
ろ
！
」
実
際
、
彼

は
「
獲
物
」︵
＝
少
女
︶
を
前
に
し
て
、
良
心

と
抑
え
き
れ
な
い
衝
動
と
の
間
で
葛
藤
し
、

苦
悶
し
て
い
る︵
結
局
は
犯
行
に
及
ぶ
⋮
︶。

　
男
は
号
泣
し
、
命
乞
い
を
叫
ぶ
が
、
民

衆
が
支
持
し
た
の
は
警
察︵
＝
公
権
力
︶
で

は
な
く
不
逞
の
な
ら
ず
者
集
団
。
民
衆
が

望
ん
だ
の
は
「
Ｍ
」
の
処
刑
で
あ
っ
た
⋮
。

　
幾
重
に
も
、
そ
し
て
様
々
な
視
点
か
ら

考
察
を
迫
る
恐
る
べ
き
映
画
で
あ
る
。

　
こ
の
ド
イ
ツ
映
画
に
は
人
を
よ
り
一
層

思
考
の
深
淵
に
陥
し
入
れ
る
さ
ら
な
る
外

的
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
制
作
さ
れ
た

4

4

4

4

4

の
が
１
９
３
１
年
で
あ
る
こ
と
。

　
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
下
の
ド
イ
ツ
。
第
一

次
世
界
大
戦
敗
戦
で
科
せ
ら
れ
た
巨
額
賠

償
と
世
界
恐
慌
の
影
響
で
不
況
の
ど
ん
底

に
あ
り
、
民
衆
の
不
満
と
鬱
屈
が
社
会
に

充
満
し
て
い
た
時
代
の
ド
イ
ツ
。
そ
し
て
、

ナ
チ
ス
が
過
激
な
国
粋
主
義
政
策︵
＝
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
︶
を
掲
げ
、
政
権
を
掌
握
す
る

︵
＝
１
９
３
３
年
︶前
夜
の
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

『
Ｍ
』はM

örder

（
＝
殺
人
犯
）の
Ｍ

重政栄一郎／しげまさ・えいいちろう
エディトリアル・デザイナー

『M』
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発売元：紀伊國屋書店（廃盤） て

い
る
姿
は
す
ご
い
で
す
。

　

現
代
社
会
は
よ
く
し
た
も
の
で
、
農
村
で
も
保

育
園
や
介
護
施
設
が
あ
っ
て
家
族
だ
け
で
困
り
事

を
抱
え
込
ま
な
く
て
も
よ
い
仕
組
み
も
で
き
て
い

ま
す
。
農
村
で
も
ず
い
ぶ
ん
と
若
者
が
暮
ら
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
家
族
で
も

農
業
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

農
村
に
と
っ
て
、
家
族
農
業
が
担
っ
て
い
る
役

割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
は
様
々

な
行
事
・
用
事
が
あ
り
ま
す
。
斉
の
神
の
冬
祭
り

（
ど
ん
ど
焼
き
）、
冬
の
老
人
世
帯
の
除
雪
、
春
の

道
掃
除
、
春
祭
り
…
…
。
そ
う
し
た
行
事
に
出
て

く
る
の
は
ほ
ぼ
全
員
が
農
業
を
担
っ
て
い
る
人
び

と
で
す
。

　

皆
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
そ
の
も
の
を
目
的
に
し

て
い
る
人
で
、
農
業
を
目
的
に
村
に
来
る
よ
う
な

農
業
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
で

暮
ら
し
な
が
ら
家
族
農
業
を
や
っ
て
い
る
人
び
と

が
地
域
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

農
業
も
他
の
産
業
と
同
じ
で
規
模
拡
大
と
集
約

化
が
進
み
、
家
族
経
営
の
小
規
模
農
家
が
減
っ
て

い
ま
す
。
農
産
物
価
格
の
低
迷
で
農
業
で
食
べ
て

い
け
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、
小
規
模

農
家
へ
の
支
援
策
が
少
な
い
の
も
大
き
い
で
す
。

村
で
農
業
を
や
る
人
が
減
れ
ば
農
村
で
暮
ら
す
人

が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
小
さ

な
商
店
や
小
学
校
な
ど
が
な
く
な
っ
て
、
地
域
が

崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
村
を
賑
や
か
に
す
る
に
は
ど
ん
な

家
族
で
も
農
業
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

っ
て
、
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
で
人
生
が
ゆ
た
か
で

あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
を
目
指
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
■

農
業
と
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

─
日
本
の
現
場
か
ら
家
族
農
業
を
考
え
る

天
明
伸
浩
／
て
ん
み
ょ
う
・
の
ぶ
ひ
ろ

星
の
谷
フ
ァ
ー
ム

し
た
。
と
は
い
え
農
業
界
に
と
っ
て

は
超
氷
河
期
。「
現
場
で
や
る
若
者

が
い
な
い
な
ら
、
自
分
で
飛
び
込
ん

で
後
継
者
不
足
問
題
を
解
決
し
て
や

ろ
う
！
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当

時
の
私
は
農
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
成

功
し
た
い
と
の
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族

農
業
よ
り
も
大
き
な
経
営
体
を
目
指
す
指
向
が
な

か
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

変
わ
っ
て
き
た
農
村
の
様
子

　

家
族
農
業
の
問
題
点
が
私
の
中
で
は
農
業
後
継

者
が
い
な
い
大
き
な
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
父
親
が
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

て
民
主
的
に
家
の
中
の
こ
と
が
回
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
跡
継
ぎ
で
農
家
に
入
る
と
休
み
な
し
、
給

料
も
も
ら
え
な
い
、
結
婚
時
に
は
嫁
姑
の
問
題
な

ど
も
あ
っ
て
、
農
家
の
子
息
が
農
家
に
な
る
困
難

さ
は
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
経
営
は
古
い
体

質
の
か
た
ま
り
で
、
こ
れ
を
改
革
し
な
い
と
農
業

の
未
来
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

確
か
に
家
族
経
営
の
農
家
に
負
の
面
が
ま
っ
た

く
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私

が
農
村
に
移
り
住
ん
で
20
年
の
間
に
農
家
も
ず
い

ぶ
ん
と
変
わ
り
ま
し
た
。
地
域
の
企
業
な
ど
に
勤

め
た
経
験
の
あ
る
人
が
村
で
も
多
く
な
っ
て
、
人

付
き
合
い
の
間
合
い
の
取
り
方
も
か
な
り
ス
マ
ー

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
内
で
は
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
で
ア
ウ
ト
に
な
る
よ
う
な
人
権
無
視
の

表
現
が
か
つ
て
の
農
家
で
は
当
た
り
前
で
し
た
が
、

今
で
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
村
の
嫁
不
足
」
と
い
う
問
題
も
、
魅
力
あ

る
若
手
農
民
に
は
男
女
と
も
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い

て
結
婚
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
な
農
村

を
作
る
こ
と
が
村
の
魅
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

拡
大
で
は
な
く
地
域
を
つ
く
る
こ
と

　

家
族
農
業
の
負
の
面
を
感
じ
な
が
ら
も
、
農
村

で
暮
ら
し
て
み
る
と
、
家
族
農
業
の
よ
さ
を
感
じ

て
ま
す
。
私
の
目
標
も
、
自
分
の
農
業
経
営
を
大

き
く
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
家
族
農
業

を
や
っ
て
い
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

家
族
は
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
お
互
い

の
状
態
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
年
齢
に
よ
る
変
化
。

バ
リ
バ
リ
仕
事
で
き
る
状
態
か
、
調
子
が
悪
い
の

か
。
農
業
以
外
に
抱
え
て
い
る
悩
み
、
子
育
て
・

恋
愛
・
介
護
と
人
生
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
の
苦
労
が

分
か
ち
合
え
ま
す
。
そ
の
状
態
に
合
わ
せ
て
農
作

業
の
量
や
質
を
臨
機
応
変
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、

家
族
で
協
力
す
る
こ
と
で
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え

米
が
作
り
た
い
！
」
と
の
思
い
か
ら
、
新
潟

の
山
奥
に
移
り
住
ん
で
23
回
目
の
米
作
り

を
し
て
い
る
百
姓
で
す
。
娘
３
人
に
も
恵
ま
れ
、

家
族
５
人
で
米
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
農
家
組
合
長
や
農
業
委
員
な
る

役
職
に
も
就
い
て
、
地
域
農
業
や
農
業
政
策
を
考

え
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
国
連
が
２
０
１
４
年
を
「
国

際
家
族
農
業
年
」
と
定
め
た
こ
と
に
は
、
と
て
も

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
農
業
が
農
業
政
策

の
中
心
に
お
か
れ
ず
、
法
人
化
し
た
大
き
な
農
業

経
営
体
が
政
策
で
支
援
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ず

い
ぶ
ん
と
時
が
経
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
日
本
の
農
村
を
守
っ
て
い
る
の
は
家

族
農
業
を
中
心
と
し
た
小
農
で
す
。 

日
本
で
も
、

も
っ
と
家
族
農
業
を
評
価
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

農
業
界
氷
河
期
に
現
場
に
飛
び
込
む

　

私
が
新
規
就
農
し
た
の
は
１
９
９
５
年
。
東
京

農
工
大
学
大
学
院
を
修
了
す
る
と
同
時
に
、
米
作

り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
生
だ
っ
た
頃
は
バ

ブ
ル
期
で
、
世
間
の
農
業
に
対
す
る
見
方
は
厳

し
い
も
の
で
し
た
。
農
民
は
保
護
さ
れ
て
い
て
、

「
農
家
が
い
な
く
な
れ
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
税
金

を
払
わ
な
く
て
も
い
い
」 

と
い
っ
た
主
張
ま
で
さ

れ
て
、
新
規
就
農
す
る
39
歳
以
下
の
若
者
が
全
国

で
５
万
人
に
も
満
た
な
い
年
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
の
雰
囲
気
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
私

は
農
業
を
勉
強
し
て
、
農
業
の
す
ご
さ
を
知
り
ま

稲刈りを終えて、家族と。

「
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８
月
15
日
、
香
港
の
高
等
法
院（
日
本
の
高

裁
に
あ
た
る
）
が
13
人
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ

ス
ト
に
禁
錮
８
〜
13
ヵ
月
の
判
決
を
宣
告
し
ま

し
た
。
13
人
は
、
政
府
が
主
導
し
て
い
る
新
界

東
北
開
発
計
画
に
対
す
る
抗
議
者
で
あ
り
、
２

０
１
４
年
６
月
13
日
、
立
法
会（
日
本
の
国
会
に

あ
た
る
）
で
議
長
が
計
画
の
予
算
に
関
す
る
審

議
を
打
ち
切
り
、
投
票
に
移
ろ
う
と
し
た
際
、

議
員
を
説
得
す
る
た
め
に
議
場
に
入
ろ
う
と
し

た
罪
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
発
が
進
む
中
国
と
の
境
界
の
地

　

新
界
は
、
香
港
の
北
部
に
位
置
し
、
都
市
部

か
ら
離
れ
た
自
然
の
残
る
場
所
で
す
。
政
府
や

財
界
は
、
開
発
が
香
港
経
済
に
巨
額
の
利
益
を

生
む
と
宣
伝
し
、
こ
の
地
の
開
発
計
画
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
中
国
大
陸
の
深
圳
と
の
国
境

線
に
近
く
、
開
発
計
画
に
よ
っ
て
大
陸
か
ら
巨

額
の
投
資
や
多
数
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
開
発
計
画
は
、
新
界
の
住
民
の
生
活

を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。
特
に
広
く
注
目
を
集

め
て
い
る
の
は
、
粉フ

ァ
ン

嶺レ
ン

北シ
ョ
ンの

「
馬マ

屎ポ

埔ポ

」
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
村
で
す
。
広
東
語
で
馬
の
糞
と

２
０
１
７
年
６
月
30
日
、
東
京
都
新
宿
区

の
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
に

て
東
南
ア
ジ
ア
の
民
話
と
映
画
「
女
夜
叉
と
空

駆
け
る
馬
『
12
人
姉
妹
』
が
写
す
東
南
ア
ジ
ア

の
風
土
・
王
・
民
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お
よ
び
映
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
な
ど
に
広
く
伝
わ
る
「
12

人
姉
妹
」
を
題
材
に
、
国
や
時
代
ご
と
の
特
徴

や
変
遷
の
様
子
が
語
り
合
わ
れ
、
２
本
の
映
画

が
参
考
上
映
さ
れ
た
。

地
域
に
よ
っ
て
変
化
に
富
む

「　

人
姉
妹
」

　
「

12
人
姉
妹
」
は
、
子
沢
山
が
ゆ
え
に
貧
乏

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
長
者
に
よ
っ
て
森
に
捨
て

ら
れ
た
12
人
姉
妹
の
物
語
。
森
を
さ
ま
よ
う
12

人
の
姉
妹
た
ち
は
人
間
に
化
け
た
女に

ょ

夜や

叉し
ゃ

に
拾

わ
れ
る
も
の
の
、
女
夜
叉
の
元
を
逃
れ
、
運
良

く
あ
る
国
王
の
妃
と
な
る
。
そ
の
事
を
伝
え
聞

い
た
女
夜
叉
は
、
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
絶

世
の
美
女
に
化
け
、
姉
妹
た
ち
の
夫
で
あ
る
国

王
を
惑
わ
し
て
第
一
王
妃
の
座
に
つ
く
と
、
姉

妹
た
ち
の
目
玉
を
く
り
抜
き
、
洞
窟
へ
閉
じ
込

め
て
し
ま
う
。
生
き
る
の
も
や
っ
と
な
洞
窟
で

も
、
香
港
に
は
普
通
選
挙
制
度
が
存
在
せ

ず
、
立
法
会
は
市
民
の
声
が
届
く
よ
う
に

は
構
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
合
法
的
で

は
あ
る
が
、
不
正
義
の
存
在
は
明
ら
か
で

あ
る
」。
実
刑
判
決
を
受
け
た
13
人
に
よ

る
立
法
会
に
対
す
る
非
暴
力
直
接
行
動
は
、

こ
う
し
た
状
況
に
抗
議
す
る
た
め
に
な
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
の
よ
う
な
通
常
の
政
治

ル
ー
ト
を
通
し
て
は
声
を
伝
え
る
の
が
難

し
い
の
で
、
そ
れ
と
は
異
な
る
や
り
方
で

問
題
提
起
を
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
非
暴
力
直
接
行
動
は
、
と
り

わ
け
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
香
港
の
市

民
社
会
を
活
気
づ
け
て
き
ま
し
た
。
今
で

は
香
港
は
「
デ
モ
の
都
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
路
上
の
抗
議
行
動
が
盛
ん
で
す
。
そ

れ
は
、
国
家
安
全
条
例
や
愛
国
教
育
導
入

な
ど
、
市
民
的
自
由
を
制
限
す
る
政
策
を

頓
挫
さ
せ
る
と
い
う
、
実
質
的
な
成
果
も
獲
得

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
非
暴
力
直
接
行
動
は
、
政
治

的
な
権
利
の
欠
落
す
る
香
港
に
お
い
て
、
人
び

と
の
声
を
政
治
に
届
け
る
民
主
主
義
を
実
現
す

る
た
め
の
方
法
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
一

つ
の
行
動
が
、
新
た
な
参
加
者
を
呼
び
込
み
、

彼
ら
が
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
次

の
行
動
の
主
役
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、

市
民
社
会
の
活
力
を
増
幅
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

す
。

　

13
人
に
対
す
る
判
決
は
、
香
港
の
民
主
主
義

を
揺
る
が
す
も
の
で
す
。
彼
ら
は
当
初
、
80
〜

１
５
０
時
間
の
公
共
奉
仕
活
動
を
命
じ
ら
れ
、

ラ
ロ
ッ
ト
と
メ
ー
リ
ー
』（
１
９
８
１
年
）
は
、
東

宝
に
映
画
留
学
を
し
て
円
谷
英
二
の
も
と
で
修

行
し
、
特
撮
技
術
を
学
ん
だ
ソ
ム
ポ
ー
ト
監
督

に
よ
る
作
品
。
女
夜
叉
が
巨
大
化
す
る
変
身
シ

ー
ン
は
特
撮
技
術
が
存
分
に
活
か
さ
れ
迫
力
満

点
だ
。
ま
た
、
監
督
独
自
の
解
釈
に
よ
っ
て
、

乳
房
を
も
つ
優
し
い
男
夜
叉
や
上
半
身
裸
の
中

年
男
性
風
の
天
人
が
登
場
す
る
な
ど
、
現
代
の

タ
イ
社
会
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

天
人
の
存
在
が
映
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。

　

一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
『
12
人
姉
妹
』（
１
９

６
８
年
）
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
映
画
黄
金
期
に

活
躍
し
た
リ
ー
・
ブ
ン
・
ジ
ム
監
督
に
よ
る
作

品
で
、
こ
ち
ら
も
特
撮
を
交
え
た
色
鮮
や
か
な

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
映
画
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
お
け
る
「
12
人
姉
妹
」
は
教
科
書
に
も

掲
載
さ
れ
る
古
典
物
語
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い

る
た
め
、
古
典
を
外
れ
る
奇
抜
な
要
素
は
見
ら

れ
な
い
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
監
督
独
自
の
解

釈
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
作
品
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
内
戦
の
影
響
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ィ
ル
ム

は
残
っ
て
お
ら
ず
、
タ
イ
語
吹

替
版
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
今
回
、
映
像
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
の
方
の
協
力
を
得
て
、

監
督
の
手
元
に
残
っ
て
い
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
語
音
声
を
タ
イ
語
吹

替
版
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
と
合
わ

せ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
音
声
版
の

い
う
不
思
議
な
名
前
の
こ
の
地
で
は
、
周
囲
が

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
様
変
わ
り
す
る
な
か
で
、
村
民
た
ち
が
農
業

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
政
府
は
、
民
間
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
高
級
住
宅
と
商
業
施
設
の
建

設
を
計
画
し
て
お
り
、
馬
屎
埔
村
も
計
画
の
一

部
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

開
発
業
者
で
あ
る
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン（
恒
基
兆
業

地
産
）
は
、
す
で
に
「
原
居
民
」
と
呼
ば
れ
る

地
権
者
か
ら
土
地
の
権
利
を
買
収
し
て
お
り
、

実
際
に
生
活
し
て
い
る
村
民
た
ち
に
は
、
土
地

の
所
有
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
法

律
的
に
見
れ
ば
村
民
の
立
ち
退
き
と
い
う
結
論

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
正
義
は
残
り
ま
す
。

村
民
は
、
何
十
年
も
こ
の
地
に
根
ざ
し
耕
し
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
計
画
に
反
対
す
る
村

民
で
あ
る
區ア

ウ

晞ヘ
イ

旻マ
ン

さ
ん
の
場
合
、
１
９
５
０
年

代
に
祖
母
が
大
陸
か
ら
移
住
し
、
そ
の
後
、
両

親
、
さ
ら
に
は
弟
が
農
業
を
引
き
継
ぎ
、
彼
女

も
、
現
在
、
村
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
が
届
け
ら
れ
な
い
政
治
体
制

　

と
こ
ろ
が
、
不
正
義
を
議
会
に
訴
え
よ
う
に

12
人
の
末
娘
が
産
ん
だ
男
児
が
成
長
す
る
と
、

女
夜
叉
は
自
分
が
治
め
て
い
た
夜
叉
の
国
に
い

る
娘
の
元
へ
彼
を
派
遣
し
、
男
児
の
殺
害
を
試

み
る
。
し
か
し
、
手
違
い
か
ら
娘
は
彼
と
結
婚
。

母
を
助
け
る
方
法
を
得
た
彼
が
空
駆
け
る
馬
で

夜
叉
の
娘
の
元
を
去
る
と
、
娘
は
嘆
き
悲
し
み

死
ん
で
し
ま
う
。

　

今
回
上
映
さ
れ
た
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

「
12
人
姉
妹
」
は
、
基
本
的
な
話
の
筋
は
同
じ
で

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
徴
を
表
し

て
い
る
。
タ
イ
の
「
12
人
姉
妹
」
で
あ
る
『
プ

そ
の
活
動
を
終
え
て
い
ま
し
た
が
、
刑
が
軽
す

ぎ
る
と
し
て
上
告
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
存
在

は
、
見
せ
し
め
と
し
て
の
意
味
合
い
を
有
し
て

お
り
、
今
後
の
非
暴
力
直
接
行
動
を
萎
縮
さ
せ

る
効
果
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
判
決
後
最
初
の
日
曜
で
あ
る
８

月
20
日
に
は
、
湾ワ

ン

仔チ
ャ
イか

ら
高
等
法
院
ま
で
、
数

万
の
人
び
と
が
歩
い
て
抗
議
の
意
を
示
し
ま
し

た
。
馬
屎
埔
村
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
、
そ
の
運
営
者
た
ち
が
、「
野
菜
を
買

っ
た
後
、
デ
モ
に
行
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
先
行
き
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
主
主
義
を
求
め
る
人
び
と

の
願
い
は
消
え
ま
せ
ん
。
■

日
本
初
公
開
と
な
っ
た
。
両
編
の
日
本
語
字
幕

は
、
有
志
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
者
で
つ
く

る
混
成
ア
ジ
ア
映
画
研
究
会（
代
表
＝
山
本
博
之
・

京
都
大
准
教
授
）
に
よ
り
新
し
く
付
さ
れ
た
。

民
話
の
多
様
な
受
け
継
が
れ
方

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ラ
オ
ス（
橋
本
）、
カ

ン
ボ
ジ
ア（
岡
田
知
子
・
東
京
外
大
大
学
院
准
教
授
）、

タ
イ（
平
松
秀
樹
・
京
都
大
連
携
准
教
授
）、
と
各
国

の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
伝
わ
る
「
12
人

姉
妹
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ラ
オ
ス
は
映
画

産
業
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、「
12

人
姉
妹
」
の
映
画
は
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、
北

部
に
は
「
12
人
姉
妹
」
に
ま
つ
わ
る
場
所
が
実

在
し
て
お
り
、
人
び
と
は
「
男
山
」「
女
山
」
な

ど
民
話
に
ち
な
ん
だ
実
在
の
場
所
と
民
話
を
結

び
つ
け
て
現
在
で
も
語
り
継
い
で
い
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
も
実
在
す
る
山
と
結
び
付
け
ら
れ

て
語
ら
れ
る
。
リ
ー
・
ブ
ン
・
ジ
ム
作
品
で
は
、

女
夜
叉
や
そ
の
娘
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
る
女
夜
叉
か
ら
離
れ
て
力

強
く
育
つ
娘
の
人
生
に
、
製
作
当
時
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
モ
ダ
ン
な
社
会
へ
の
期
待
を
観
る
こ
と

が
で
き
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。
タ
イ
で
は
「
12

人
姉
妹
」
の
伝
承
に
複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
み

ら
れ
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
再
解
釈
さ

れ
続
け
て
い
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
、
人
気
歌

手
の
ペ
ア
が
女
夜
叉
の
メ
イ
ク
で
歌
う
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
一
般
人
が
真
似
て
、
動
画
を

投
稿
す
る
こ
と
も
流
行
し
た
と
い
う
。
12
人
姉

妹
、
な
か
な
か
に
味
わ
い
深
い
物
語
で
あ
る
。

■

馬屎埔村のファーマーズ・マーケットに掲げられた横断幕。「全体主義に反抗するのは無罪で
ある。政治犯を釈放せよ」。

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「
12
人
姉
妹
」民
話
と
映
画

橋
本
彩
／
は
し
も
と
・
さ
や
か

東
京
造
形
大
学
助
教

「
デ
モ
の
都
」香
港
、

民
主
主
義
を
求
め
る
人
び
と

安
藤
丈
将
／
あ
ん
ど
う
・
た
け
ま
さ

武
蔵
大
学
教
員

12

タイ映画『プラロットとメーリー』
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　５月下旬、イスラム国（IS）を支持する武装勢力がミンダナオ
島西部のマラウィ市の一部を占拠。ミンダナオ島では戒厳令が敷
かれ、政府軍との戦闘が９月現在でも続いています。
　６月後半、ミンダナオ島にあるバランゴンバナナの産地に１人
で出張に行きました。日本の外務省から、マニラ首都圏等での

「テロ」の可能性や注意喚起の情報が出されていた時期で、そわ
そわした気分でした。
　マラウィから150㎞ほど離れたバランゴン産地の一つマキララ
では、韓国の生協からのゲスト７名を迎え入れる準備中であり、
出荷団体の責任者は「狙われないかしら」と緊張気味（皆さん無
事に帰国されました！）。自分も、疑心暗鬼になってしまい、顔
見知りの宿の管理人に、旅の行き先を秘密にしたり……。
　町の境界にある検問所では、武装勢力の顔写真が貼られており、

バランゴンの日常
松本 敦／まつもと・あつし
㈱オルター・トレード・ジャパン 事業部商品一課

バスから全員下ろされて IDや
荷物のチェック。そのための渋
滞も発生していました。テレビ
のニュースでも連日、マラウィ
の件が流れていました。
　マラウィからはもう少し離れ
た産地のツピでは、クリスチャ
ンとムスリムが一緒にバランゴ
ンの生産者組合を結成していま
す。現在の代表はムスリムのスカルノさんです。笑顔がチャーミ
ングなおじさんで、生産者組合としても個人としても、バランゴ
ンを日本に出荷していることを誇りに思っていると話してくれま
した。
　テロの脅威が日常に入り込んでいるのを感じた出張でしたが、
バランゴンが日本に届く日常が、貴重なものであると感じられる
ように、バナナと一緒に生産者の気持ちも届けられるように頑張
ろうとも思いました。

生産者のスカルノさん。

パ
プ
ア
の
カ
カ
オ
事
業
で
最
初

の
コ
ン
テ
ナ
を
出
荷
し
た
２

０
１
２
年
か
ら
数
え
て
す
で

に
５
年
が
た
ち
ま
し
た
。
私
は
当
初
か
ら

民
衆
交
易
を
通
じ
て
、
パ
プ
ア
の
カ
カ
オ

生
産
者
が
消
費
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

品
質
の
カ
カ
オ
を
生
産
し
、
そ
の
カ
カ
オ

か
ら
確
実
な
収
入
を
得
て
経
済
的
に
自
立

し
て
い
く
、
と
い
う
道
筋
を
描
き
ま
し
た
。

そ
の
歩
み
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
確
実
に

進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
カ
オ
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
る

　

パ
プ
ア
の
先
住
民
族
は
豊
か
な
天
然
資

源
と
共
に
生
き
て
い
る
の
に
、
経
済
的
に

は
い
つ
も
敗
者
で
、
自
分
た
ち
の
土
地
の

上
で
開
発
の
傍
観
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
パ
プ
ア
の
人
と
自
然
に
心
を
寄

せ
て
く
れ
る
日
本
の
友
人
た
ち
と
民
衆
交

易
を
通
じ
て
学
び
合
う
こ
と
で
、
わ
た
し

は
パ
プ
ア
人
の
誇
り
と
尊
厳
を
回
復
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
カ
カ
オ
事
業
を
推
進
す
る
母
体
、

「
カ
カ
オ
キ
タ
社
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
キ
タ
」
は
私
と
あ

な
た
を
含
む
「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
意

味
で
す
。
カ
カ
オ
を
生
産
す
る
人
、
加
工

す
る
人
、
出
荷
す
る
人
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
製
造
す
る
人
、
売
る
人
、
食
べ
る
人
、

そ
し
て
カ
カ
オ
を
育
む
大
地
と
森
を
も
含

め
す
べ
て
の
仲
間
が
協
働
す
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

カ
カ
オ
キ
タ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
な
か
で
は

「
み
ん
な
で
一
緒
に
幸
せ
に
な
る
」
と
い

う
考
え
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

カ
カ
オ
キ
タ
は
原
則
、
生
産
者
個
人
か
ら

直
接
カ
カ
オ
豆
を
買
付
け
て
い
ま
す
。
効

率
性
を
考
え
れ
ば
、
村
に
い
る
カ
カ
オ
集

荷
人
か
ら
ま
と
め
て
買
っ
た
方
が
よ
い
は

ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
一
握
り
の

人
の
み
に
恩
恵
が
集
中
し
、
大
多
数
の
人

び
と
と
民
衆
交
易
を
共
有
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
生
産
者
と
の
関
係
づ
く
り
は
カ

カ
オ
キ
タ
の
ス
タ
ッ
フ
が
村
々
に
買
付
け

に
い
く
と
き
、
集
ま
っ
た
生
産
者
た
ち
と

カ
カ
オ
栽
培
や
村
で
起
き
て
い
る
こ
と
、

人
の
噂
話
な
ど
多
面
的
に
話
し
合
う
こ
と

で
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
い
く

つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
カ
カ
オ
を
売
っ
て
も
手
元
に
現
金
が

残
ら
な
い
」
と
嘆
く
母
親
の
声
に
応
え
る

形
で
貯
蓄
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
ま
し
た
。

カ
カ
オ
の
売
上
の
一
部
を
カ
カ
オ
キ
タ
が

町
の
銀
行
に
代
行
で
貯
金
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ま
た
、
カ
カ
オ
の
収
穫
量
が
少
な

い
と
嘆
く
生
産
者
た
ち
か
ら
よ
く
よ
く
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
カ
カ
オ
畑
の
手
入
れ

が
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
畑
の
手
入
れ
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
実
行
し
た
ら
収
穫
量
が
増

え
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
生
産
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
す
る
こ
と

が
問
題
解
決
に
少
な
か
ら
ず
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

知
識
と
技
術
を

分
か
ち
合
う
こ
と
で
…
…

　

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
は
パ
プ
ア
の
人
び
と

が
カ
カ
オ
豆
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
素
材
を

製
造
し
、
お
菓
子
に
し
て
地
元
で
販
売
す

る
こ
と
で
す
。
カ
カ
オ
キ
タ
は
小
規
模
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
所
と
そ
こ
に
併
設
す

る
カ
フ
ェ
を
つ
く
る
構
想
を
立
て
て
い
ま

す
。
こ
の
チ
ョ
コ
工
房
＆
カ
フ
ェ
は
、「
人

び
と
の
集
い
と
学
び
の
場
」
に
な
り
、
生

産
者
は
こ
こ
で
自
ら
育
て
た
カ
カ
オ
か
ら

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
作
り
を
学
び
、
そ
れ

を
村
や
町
で
売
り
副
収
入
を
得
ま
す
。
カ

カ
オ
キ
タ
が
チ
ョ
コ
製
造
で
独
占
的
に
儲

け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
知
識
と
技
術
を

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
生
産
者
と
分
か
ち
合
い
、

各
個
人
が
そ
こ
か
ら
小
さ
な
経
済
活
動
を

は
じ
め
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

小
さ
な
活
動
が
集
ま
っ
て
協
働
組
合
に
発

展
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
幸

せ
に
な
る
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

　

最
後
に
。
悲
観
的
に
聞
こ
え
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
率
直
に
言
っ
て
パ

プ
ア
の
未
来
は
前
途
多
難
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
パ
プ
ア
先
住
民
族
に
真
の
指
導
者

が
い
な
い
こ
と
、
パ
プ
ア
人
政
治
家
・
役

人
の
汚
職
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
の
島
か

ら
の
移
住
民
と
の
経
済
格
差
・
競
争
な
ど
、

パ
プ
ア
社
会
に
内
在
し
て
い
る
分
断
と
紛

争
の
火
種
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
パ
プ
ア
の
民
衆
が
経
済
的

に
安
定
す
る
こ
と
は
外
部
の
問
題
に
安
易

に
翻
弄
さ
れ
な
い
た
め
に
も
必
要
で
す
。

パ
プ
ア
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、
先
住
民

族
の
暮
ら
し
や
文
化
を
生
か
し
な
が
ら
パ

プ
ア
人
自
ら
が
身
の
丈
に
あ
っ
た
経
済
活

動
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
な
の
で
す
。
民
衆
交
易
を
活
か
し
て

そ
れ
を
実
現
し
た
い
で
す
。
■

筆者（左から2番目）と
ブラップ村の女性たち。

大勢でカカオキタの車に乗って守へ向かいます。

カカオの木の周辺の下草刈り。

パプアの
みんなからの
メッセージ!!

ヨルダン・カッセさん
ブラップ村生産者

生産者の問題や課題を理解してくれ
る相性のよい仕事仲間、カカオキタに
やっと出会えた。これからもずっとカ
カオを売っていくよ！

レヴィナ・カッセさん
ブラップ村生産者

カカオを売ったお金で娘を大学まで行かせました。今
は息子が大学の研修に参加するための費用が必要。貯
金があってよかったです。

ヨハネス・
カラフィールさん
カカオキタ・スタッフ

自分で発酵・乾燥させた豆か
らチョコレートを作ってみた
らとても美味しかった。他の
人からも美味しいと言われ本
当に嬉しかった。

カ
カ
オ
の
民
衆
交
易
と

パ
プ
ア
の
未
来

デ
ッ
キ
ー
・ル
マ
ロ
ペ
ン
／D

eky R
um

aropen

カ
カ
オ
キ
タ
社
代
表

Message 
from Papua
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今号の特集は小規模・家族農業について。
紙面の都合上掲載できなかったが、民

衆交易のパートナー地域の現場から考察し
た原稿も準備してみた。道路や水など基本的
な農業インフラがなく、農業をするには厳し
い条件で頑張っている人たちはたくさんいる。
土地問題、多国籍企業との闘いがある現場も
ある。世界的に小規模・家族農業が後押しさ
れることは、未来へとつながる農業が各地で
実現され、誇りをもって農業を継承する次世
代が生まれてくることにつながるのではない
だろうか。（吉澤）

全頁カラーリニューアルにあわせてス
タートした新ページ「ProP“最前線”」、

今号のパプアのデッキーさんの記事を読んで、
まっさきに思い浮かんだのが、生前パプアに
通い続けた故村井吉敬さん（元APLA共同代
表）のこと。「パプアの人と自然に心を寄せて
くれる日本の友人たちと民衆交易を通じて学
び合う」とデッキ̶さんが語っていますが、日
本の私たちにそのきっかけを作ってくれたの
が村井さんでした。パプアの友人たちの歩み
に大きな励みを受けて、共に未来を描いてい
けるようながんばりを続けていきたい、そう思
う今日この頃です。（野川）

APLAマンスリー募金スタート
APLAでは、新しいサポーター制度を導入し、新た
に「マンスリーサポーター」と「APLAサポーター」
を募集しています。ぜひ、知人の方へのお誘いお
願いします。リーフレットが必要な方には郵送い
たしますので、事務局までご連絡ください。

以下の呼びかけに賛同・協力しました。
●第9期沖縄意見広告運動

事務局の動き（2017年8月～2017年10月）

事務局からお知らせ

8月 2日 佼成学園女子高等学校で吉澤が授業をしました。

8月 5日 日本アセアンセンター「ASEANキッズ・デー」にて、「ホンモノの手作りチョコレート」ワーク
ショップを開催しました。

8月 5日 草の根市民基金・ぐらん「草の根交流集会」に参加しました。

8月 5日～
25日

東ティモールへ野川が出張しました。

8月 20日 「ひのでマルシェ」に“PtoP”カフェとして出店しました。

8月 26日 映画『バナナの逆襲』＆「日本に届くバナナの今」を知るスペシャルトーク！を開催しました。

9月 2日 パルシステム東京「ピースフェス」に出店しました。

9月 2日～
28日

フィリピン・ネグロスに寺田が出張しました（途中ラオス・タイ訪問）。

9月 10日～
15日

3ヵ国若手農民交流がラオスで開催されました。

9月 16日～
19日

3ヵ国若手農民交流で参加したフィリピン、ラオスのメンバー、事務局野川、寺田が、JVC主催
の「フード・セキュリティを考えるタイ・ツアー」に参加しました。

9月 21日～
26日

山のハム工房・ゴーバルのスタッフ2名がネグロス島を訪問し、寺田が同行しました。

10月 1日 ヴィーガーデン西東京で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しました。

10月 4日 パルシステム東京（羽村東）で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しま
した。

10月 8日 自給農園ミルパ（千葉県成田市）にて「チキンカレーをほぼイチから作る」を他6団体と共催で
開催しました。

10月 16日 互恵のためのアジア民衆基金（APF）総会に秋山と寺田が参加しました。

10月 18日 グリーンコープ単協分散講演会・ｆｒｏｍネグロスセミナーに海外ゲストと一緒に参加しま
した（フィリピン／寺田＠鹿児島、東ティモール／野川＠福岡）

10月 19日 グリーンコープ単協分散講演会・ｆｒｏｍネグロスセミナーに海外ゲストと一緒に参加しま
した（フィリピン／寺田＠鳥取）

10月 23日 トヨタ財団主催「2017年度国際助成プログラム助成金贈呈式シンポジウム」にて野川が「3ヵ
国若手農民交流」の報告をしました。

10月 27日 パルシステム埼玉平和団体交流会に参加しました。

10月 27日 日蓮宗「いのり題目の日」に出店しました。

10月 28日、
29日

ラブファーマーズ・フェスティバルに出店しました。［編集者］
吉澤真満子
野川未央

［表紙写真］
長倉徳生

［デザイン・制作］
十年舎

［編集・発行］
特定非営利活動法人APLA
（APLA／あぷら：Alternative People＇s Linkage in Asia）

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-4-15
サンライズ新宿3F
〈tel.〉 03-5273-8160
〈fax.〉 03-5273-8667
〈e-mail〉  info@apla. jp
〈URL〉  http: //www.apla. jp

［印刷］
株式会社ミック

　

２
０
１
６
年
８
月
に
エ
ル
メ
ラ
に

て
開
催
し
た
パ
ー
マ
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン

プ（
子
ど
も
環
境
キ
ャ
ン
プ
）。
第
２
回

目
と
な
る
今
年
は
、
デ
ィ
リ（
ア
タ

ウ
ロ
島
）、
マ
ナ
ト
ゥ
ト
、
エ
ル
メ
ラ
、

ア
イ
レ
ウ
、
バ
ウ
カ
ウ
、
ヴ
ィ
ケ
ケ

の
６
県
か
ら
、
小
学
校
５
年
〜
中
学

生
と
引
率
の
先
生
・
合
計
２
３
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は
マ
ナ
ト

ゥ
ト
県
ベ
ア
デ
中
央
小
学
校
。
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
は
、
エ
ル
メ
ラ
の
４
つ
の
地
域

（
リ
ア
モ
リ
、
レ
キ
サ
ラ
、
メ
ル
ト
ゥ
ト
、

タ
ロ
）
か
ら
23
人
の
小
中
学
生
の
参

加
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
賢
く
、
創
造
的
に
な
ろ
う
！
」

と
い
う
合
言
葉
の
も
と
で
進
め
ら
れ

た
３
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
テ
ー
マ

別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
座
学
や
実

践（
畑
の
デ
ザ
イ
ン
、園
芸
、有
機
物
、生
垣
、

在
来
の
種
、
苗
づ
く
り
、
堆
肥
と
マ
イ
ク

ロ
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
な
ど
）、
体
操
、
お
絵

描
き
コ
ン
テ
ス
ト
、
自
然
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム（
エ
ゴ
さ
ん
が
５
月
に
訪
問
し
た
愛
和

小
学
校
で
実
践
さ
れ
て
い
た
も
の
を
モ
デ
ル

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
各
地
域
の
伝
統

料
理
を
調
理
す
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
有
志
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
発
表

会
、
そ
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
や
農
業
、

独
自
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

濃
密
な
時
間
を
共
に
過
ご
し
た
各

地
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
帰

途
に
つ
い
た
最
終
日
。
離
れ
が
た
く
、

ハ
グ
を
し
あ
い
涙
を
流
す
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
。「
泣

か
な
い
で
！　

ま
た
会
お
う
！
」
そ

ん
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
蒔
か
れ
た
種
が
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
各
地
で
芽
を
出
し
、
花
を
咲

か
せ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
と
し
て
は
エ
ル
メ
ラ
で
子
ど
も
た

ち
の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
野
川
未
央
／
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務

局
）■

　

バ
ナ
ナ
募
金
開
始
か
ら
６
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
後
も
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
バ
ナ
ナ

募
金
の
受
け
手
で
あ
る
福
島
の
保
育

園
や
幼
稚
園
の
想
い
や
希
望
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
つ
な
が
り
が
で
き
た
園
を
訪
問

し
て
き
ま
し
た
。
福
島
市
内
に
あ
る

あ
す
な
ろ
保
育
園
、
わ
か
ば
幼
稚
園
、

南
相
馬
市
に
あ
る
原
町
聖
愛
こ
ど
も

園
の
園
長
先
生
と
話
を
し
、
福
島
の

子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

の
聞
き
取
り
と
、
バ
ナ
ナ
募
金
が
担

え
る
役
割
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ナ
ナ
募
金
を
通
じ
て
、

ツ
ア
ー
や
現
地
訪
問
の
機
会
に
保
育

園
を
訪
問
し
て
き
た
こ
と
、
バ
ナ
ナ

第
２
回
パ
ー
マ
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
開
催

From
 E

ast T
im

o
r

東
テ
ィ
モ
ー
ル

バ
ナ
ナ
募
金

バ
ナ
ナ
お
届
け
先
を

訪
問
し
ま
し
た
！

From
 Fu

ku
sh

im
a

福
島
県

の
生
産
者
が
来
日
し
た
際
の
訪
問
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、
実

際
に
顔
を
合
わ
せ
て
き
た
こ
と
が
、

バ
ナ
ナ
が
届
く
こ
と
と
合
わ
せ
て

「
福
島
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
、

忘
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食

育
の
面
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
た
り
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
保
護

者
も
含
め
た
バ
ナ
ナ
の
講
演
会
の
希

望
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
現
地
を

訪
問
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
こ
う
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
継
続
し

て
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
「
バ
ナ

ナ
募
金
」
を
形
作
る
こ
と
に
な
る
こ

と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
原
町
聖
愛
こ
ど
も
園
の
園

児
た
ち
が
英
語
で
「T

hank you

」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
た
動

画
を
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
出
荷
団

体
で
あ
る
オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
社（
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
）
へ
送
っ
た

と
こ
ろ
、
大
変
喜
ば
れ
、
各
生
産
者

や
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
に
も
動

画
を
見
せ
た
い
と
の
こ
と
。
今
後
も
、

Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
ス
タ
ッ
フ
や
生
産
者
が
来

日
し
た
際
に
は
、
現
地
を
訪
問
す
る

機
会
を
作
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
も
つ

な
ぐ
バ
ナ
ナ
募
金
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
吉
澤
真
満
子
／
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
事
務
局
長
）■

★『ハリーナ』のバックナンバーがウェブサイトでもご覧いただけます。
　 最新号発行に合わせて前号を掲載しています。「ハリーナ」を紹介くださる時などにご活用ください。
　 http://www.apla.jp/archives/publications

稲藁と液肥を使った畑づくりを学ぶ。

園の皆を代表して訪問のお礼の寄せ書きを手渡し
てくれました（原町聖愛こども園）。



APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、新たにサポーター制度を導入し、「マンスリー
サポーター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧くだ
さい。リーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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〒169-0072　東京都新宿区大久保2-4-15　サンライズ新宿3F
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個性的な料理人たちに、民衆交易の食材を使って作ってもらったレシピをお届けします。

マスコバド糖

豆乳の
マサラチャイ
スパイス香るチャイで幸せティータイム。
マスコバド糖とエヌ・ハーベストのスパイスミックスで
本格チャイがおうちで手軽に楽しめます。

写真：平河 夏（PHOTO LIEN ∞）

材 料 （3～4人分）

作り方

〈※〉エヌ・ハーベスト　環境に配慮して作られた食品や雑貨などの普及と、エ
コロジーに対する新たな視点の提案を目的とし、オーガニック＆フェアトーレ
ードのスパイス、ドライフルーツ、紅茶などを輸入・販売。
直営店：東京都杉並区松庵3-31-17　http://www.nharvestorganic.com/

レシピ提供・料理

鈴木 裕／すずき・ひろし
エヌ・ハーベスト〈※〉

水… 200cc　豆乳… 400cc　紅茶葉… 5g
マスコバド糖…大さじ2　チャイスパイスミックス…小さじ1

［1］鍋に水を沸騰させ、紅茶葉を入れて2分ほど弱火で煮出す。
［2］豆乳を加えて再沸騰させてから（吹きこぼれに注意）、弱火で2分ほど煮る。焦げないよ

うに、木べらなどで鍋底をこするようにかき混ぜる。
［3］マスコバド糖、チャイスパイスミックスを入れ、軽く混ぜながら30秒ほど弱火で加熱。
［4］茶こしでこしながらカップに注ぐ。

豆乳のマサラチャイ

マスコバド糖（左）やチャイスパイスミックス（右）は
オンラインショップAPLA SHOPにてご購入いただけます。
http://www.aplashop.jp/shop/


